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要旨

ペインクリニックで知っておくべき東洋医学的病態把握法には，八綱，気血

水，五臓六脈，六病位がある．東洋医学的診察法には，望診，聞診，問診，切
診があり，日常の診療の中で必要に応じてていねいに行う必要がある．ペイン

クリニックで，漢方薬が良い適応となる頭痛，腰痛，膝関節痛，帯状庖疹関連

痛，癌痛性障害を取り上げた．それぞれの疾患に対し，東洋医学的な病態把握
法と診察法で証を決め，漢方薬を選択し，治療を行っていくことが大切である．

（ペインクリニック３４：195-204,2013）
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はじめに

漢方治療は，西洋医学的な治療で症状が改善

しない場合，副作用が現れた場合，合併症など

で西洋医学的な治療ができない場合，西洋医学

的な治療を補助したい場合，患者が漢方治療を

望んだ場合などに適応となる．

漢方治療では，東洋医学的な理論と診察法に

より証を決め，治療を行う．このため，西洋医

学的に異常が認められなかった患者でも，患者

の訴えがあれば漢方治療は可能となる．漢方治

療を行うにあたっては，この理論と診察法を理

解することが必要となる．

1．ペインクリニックにおける漢方治療

の適応

一般的に，慢性の痛みは漢方治療の良い適応

であり，その中でも冷えると症状が悪化すると

いうものに効果が大きい')．また，高齢者や胃

腸虚弱な人には漢方薬を第一選択としてよい．

一方で，明らかに器質的な問題がある時は，漢

方治療の適応は少ない．ここでは，ペインクリ

ニックで知っておくべき東洋医学的考え方と，

ペインクリニックの対象疾患の中で漢方薬が良

い適応となる疾患を取り上げ，漢方薬の選択方

法を，症例を紹介しながら説明する．

２証を考える

証とは，漢方独特の概念で，患者の体質，病

気の表れ方，体内での病気の位置，進行状況に

基づいて行う診断と治療方針が一体となったも

のである．東洋医学的な病態把握法と診察法を

駆使して証を決めていく．初心者には，患者の

証を考えながら漢方薬を処方することは敷居が

高く見えるが，これを実践することにより，同

じ病気であっても患者によって違う漢方薬を選

択することができ（同病異治)，オーダーメー

ドの医療を供給することが可能となる．
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